
新 入 会 社 紹 介

当賛助会は、公益社団法人全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与すること
を目的としています。

第1
ブロック 医療機器部門

（25社）
協和医科器械（株）
グリーンホスピタルサプライ（株）
コヴィディエンジャパン（株）
コニカミノルタジャパン（株）
サカセ化学工業（株）
サクラ精機（株）
GEヘルスケア・ジャパン（株）
シーメンスヘルスケア（株）
（株）ジェイ・トラスト
シスメックス（株）
（株）島津製作所
（株）タカゾノ
（株）千代田テクノル
テルモ（株）
日機装（株）
二プロ（株）
日本光電工業（株）
（株）フィリップス・ジャパン
フクダ電子（株）
富士電機（株）
富士フイルムメディカル（株）
（株）ホギメディカル
美和医療電機（株）
村中医療器（株）
（株）理舎

第2
ブロック

設備部門

設備部門
（40社）

第4
ブロック 製薬部門

（8社）
エーザイ（株）
共創未来ファーマ（株）
武田薬品工業（株）
田辺三菱製薬（株）
東和薬品（株）
日本ケミファ（株）
Meiji Seika ファルマ（株）
持田製薬（株）

第5
ブロック 資材サービス部門

（35社）
（株）アートネイチャー
（株）ＩＮＥ
（株）アイシーエム
（株）アペックス
（株）アメニティ
（株）エヌジェーシー
（株）エフエスユニマネジメント
（株）MHA
（株）エラン
（株）LSIメディエンス
エンパワーヘルスケア（株）
（株）Open Health Initiative
（株）グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
（株）サン・システム
（株）サンワ
（株）シード・プランニング
（株）ジェイワールドトラベル
（株）じほう

第3
ブロック 設計建築部門

（28社）
（株）梓設計
（株）石本建築事務所
（株）伊藤喜三郎建築研究所
（株）医療開発研究所
（株）奥村組
鹿島建設（株）
（株）教育施設研究所
（株）楠山設計
（株）久米設計
（株）佐藤総合計画　
（株）昭和設計
積水ハウス（株）
（株）大建設計
大成建設（株）
（株）竹中工務店
（株）田中建築事務所
（株）内藤建築事務所
西松建設（株）
（株）日建設計
（株）藤木工務店
（株）フジタ
（株）プラスPM
（株）松田平田設計
三井住友建設（株）
（株）村田相互設計
明豊ファシリティワークス（株）
（株）山田綜合設計
（株）横河建築設計事務所

※各会員企業へのご連絡・ご相談は・・・ 
会長会社　　　　　　　㈱伊藤喜三郎建築研究所
副会長会社（会計）　　　㈱エヌジェーシー
副会長会社（総務）　　　美和医療電機㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と共に51年

全国自治体病院協議会・賛助会

総会員数136社　2019年4月1日現在

全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

2019年度 三役会社

（株）ジャパンビバレッジ東京
セコム医療システム（株）
（株）ソラスト
大日商事（株）
（株）トーカイ
トータルメディカルコンサルタント（株）
（株）ニチイ学館
（株）日本経営戦略人事コンサルティング
日通旅行（株）
富士産業（株）
ベストワールド（株）
（株）丸井工文社
ムゲンシステム（株）
（株）メディネット
八尾医療PFI（株）
（株）薬栄
ワタキューセイモア（株）

アーパス技研工業（株）
IHI運搬機械（株）
（株）アイホー
アイホン（株）
アクアス（株）
アズビル（株）
アルファグループ（株）
（株）アルメックス
（株）イトーキ
（株）S&Sエンジニアリング
（株）荏原製作所
（株）岡村製作所
（株）ケアコム
コクヨ（株）
コマニー（株）
斎久工業（株）
三建設備工業（株）
（株）三晃空調
シーホネンス（株）
三和シヤッター工業（株）
（株）スローライフジャパン
（株）セントラルユニ
ダイキン工業（株）
ダイダン（株）
高砂熱学工業（株）
田島ルーフィング（株）

東西化学産業（株）
（株）中西製作所
（株）日本シューター
日本調理機（株）
能美防災（株）
（株）パートナ
パラマウントベッド（株）
不二サッシ（株）
（株）フジマック
フランスベッド（株）
文化シヤッター（株）
ホシザキ東京（株）
（株）ＬＩＸＩＬ
ＹＫＫＡＰ（株）

アルファグループ㈱
http://www.alpha-grp.co.jp/

アルファグループは、1994年の創業以来、人と社会が「よりよく」続いてい
くために必要とされる商品・サービスを広める担い手として、成熟市場に変
化を、また未踏の領域に需要を創り出してきたマーケットクリエイター集団
です。

能美防災㈱ https://www.nohmi.co.jp/

自動火災報知設備や消火設備などの防災システムを、ビル、病院、工場、文化
財から住宅まで、各種施設に納入しています。医療・福祉施設向けでは、パッ
ケージ型消火システム「SPlashα（スプラッシュアルファ）」などを商品化し、
医療施設を火災から見守っています。

第 2ブロック第 2ブロック

㈱医療開発研究所 http://www.hrd-inc.jp/

地域の特性、経営理念、さらには施設で働く職員・スタッフのニーズといった
様々な要素をあらゆる角度から調査・分析し、それぞれの施設に最適な提案を
行います。基本構想の段階から参画し、最終的な導入機器・情報システムの選
定支援、そして開院後のチェック、運用支援にいたるまで、一貫したサポートを
展開します。

第 3ブロック第 3ブロック

エンパワーヘルスケア㈱
https://www.empower-hc.com/index.html

EPARKグループ中核企業です。医療ITソリューションです。病院様へのシステムソ
リューションをしています。現在会員数2500万人・予約可能施設87000件のサイト
も、運営しています。ホームぺージの作成業務・医療費あと払いシステム処方箋
IPADシステム・人間ドックサイト・電子お薬手帳等のアプリの提供もしています。

セコム医療システム㈱
http://medical.secom.co.jp/index.html

セコム㈱は、ご家庭にホームセキュリティを通じて「安全・安心」を提供してい
ますが、ご家族に本当の意味での「安全・安心」を提供するためには、セコム医
療システム㈱が健康や医療・介護といったサービスもトータルに提供して初め
て「安全・安心」を提供できると考えています。

第 5ブロック第 5ブロック

㈱INE
https://www.ine-grp.co.jp/

INEは現在日本で一番「電力」の取次をしている会社です。『法人電力.com』
（https://法人電力.com/）というサイトも運営しており、月間10,000件の電
力の見直しを手掛けています。大手地域電力会社から丸紅やＫＤＤＩ系、商社系
の大手新電力を中心に扱っており、電力会社の相見積りを無料で取得させて
頂いております。
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新入会社紹介

公益社団法人全国自治体病院協議会　
望月 泉　副会長インタビュー

●新たに加わった６社の紹介

理念

基本方針

会員
病院事業に関わる事業を
営む者で本会の主旨を十
分に理解した法人です

①協議会と協議会所属病
院が行う事業に対し協
力します

②会員を対象とする研修
会等を実施します

③その他本会の目的達成
のため必要な事業を行
います

公益社団法人全国自治体
病院協議会と自治体病院
の発展に寄与することを目
指します

自治体病院とともに51年



はじめに
 賛助会
昨年、常務理事から副会長にご就任されましたが、現在
どのような職務をご担当されていらっしゃいますか。
 望月副会長
臨床研修指導医、医療連携、在宅医療、ＡＣＰ（アドバン
ス・ケア・プランニング）、医療材料、教育医療制度、広報を
担当しております。部会は薬剤部会、栄養部会、リハビリ
テーションの三部会を担当しております。
中でも今、一番忙しいのは働き方改革です。働き方改革
は最初「こんなことをしたら医療が崩壊する」みたいな論
調だったんですけど、今では「病院が変わっていけるん
じゃないか」、「勤務環境も変えられるんじゃないか」という
思いが出てきました。
昨年はブロック会議へ２地域程度出席いたしましたが、今
年のブロック会議は働き方改革を共通テーマにしようと
思っています。そこで働き方改革の好事例や各病院の取
り組みをどんどん出してもらおうと思っています。

タスクシフティングについて
 望月副会長
働き方改革を進めるにあたり、例えばタスクシフティングと
かという言葉が出ていますけど、タスクシフトする前には、
まず自分たちの業務を見直して、改善してからチーム医
療なんかでお互いに、ここのところはやってもらえるという
ようなことのコンセンサスを得る必要があります。看護師に
よる特定行為もその一環ですが、周術期といった手術前
後、ＩＣＵとかの管理や麻酔術中管理、あとは在宅や慢性

期の三つのパッケージで研修していって、いいと思うんで
す。米国でのＰＡ（フィジシャン・アシスタント）とか、ＮＡ（ナー
ス・プラクティショナー）はこの特定行為でもう少しカバーで
きると思います。
日本の場合はもう少し包括的な医師の指示の下にやれる
ような形にしていかないといけないのかもしれませんね。
業務をパス化して行えば煩わしいこともなくなるし、業務を
少しずつ見直しながら改善していけば、労働時間を減ら
していけるのではないでしょうか。
例えば術後の管理は別なチームでやるとか、夜中まで手
術がかかっても手術が終了すれば、その執刀医チームは
帰れて別のケアチームが術後の管理をするとか検討が
必要なのかもしれませんね。

働き方改革について
 賛助会
「働き方」というのは、働いている人が悪いから改革をす
るんだみたいな言い方をするんですが、そうではなくて
「働かせ方改革」だと思うのですが。
 望月副会長
「まさにそうだ」という議論が我々の中にあるんです。医療
の質や医療安全の質が低下するような改革では困るん
です。このままだと医療の質が低下する可能性がありま
す。明日の手術のための手術書や図書室でジャーナルを
読んだりする自己研鑽も、労働基準監督署からは「病院
の中にいる時間は全て労働時間です」みたいなことを言
われた現場があるそうです。
だから、「働き方改革」の何がポイントかというところを議論
する必要があるし、上司からの指示や、自分が受け持つ
患者の手術に対して勉強することは労働と考えていいと
考えてます。ただ、論文作成のためにネット検索や勉強を
することは自己研鑽にあたるのでしょうね。

八幡平市国民健康保険西根病院に異動されて
 賛助会
以前は岩手県立中央病院の院長でいらっしゃって、現在
は少し小ぶりの八幡平市国民健康保険西根病院に異動
されましたが何か違いは感じられますか。
 望月副会長
もちろん大きな違いを感じます。私は、岩手県立中央病院
に３０年勤務しました。そういう面では、大体隅から隅まで
人の顔から何から把握しているつもりです。最後の６年間
は病院長、その前の６年間は副院長をやっていました。大
病院というのは組織も大きいし、人も多いわけですけれ
ど、急性期医療を担うこと、また、救急車、救急患者は決し
て断らないということをミッションにして取り組んできて成果
を上げてきたと思います。八幡平市国民健康保険西根病
院は、６０床の病院で常勤医が３人しかいないんです。一
番大変なのは医師の雇用です。病院と、二つの診療所が
あるのですが、去年９月には、一つの診療所の所長が辞
めてしまい無医地区になってしまいました。地域の病院で
は医療従事者全ての確保が難しいんですよね。私の業
務に関していえば、外科とか内科に関係なく総合診療的
な仕事となったため、少し余裕ができましたし楽しさもあり
ます。そういう面では地域には医療の原点があるような気
がしますね。

賛助会活動について
 賛助会
協議会のホームページを見ると、賛助会のホームページ
へもリンクが張ってあって飛ぶようになっているんです。今
後は地方ブロック会議に行ったとき何かＰＲできればいい
なと考えておりますがいかがでしょうか。
 望月副会長
ブロック会議には地域の病院管理者や事務局長が参加
しますので、そこが接点になればいいと思います。全国の
自治体病院経営はどこも厳しくなってきていますが、そん
な中で賛助会会員会社から、全国自治体病院協議会会
員病院に対して更に割安な価格設定とかもあるとうれし
いですね。
何度か情報交換会や常務理事会とかで病院ＢＣＰの話
をしてもらったけど、あれはよかったね。
要するに、自治体病院は必要な情報を持ってる会社から
の最新の情報が欲しいんです。せっかく５０年続いている
賛助会ですから、共に歩めるような姿がいいですよね。自
治体病院は厳しい経営状態も続いているし、賛助会から
の新しい情報はもらいたいですね。

公益社団法人　全国自治体病院協議会

望月 泉　副会長　インタビュー

聞き手：全国自治体病院協議会・賛助会
伊藤　誠 会長
藤本陽子 副会長
河尻浩司 副会長
平野武信 （副会長会社）
渡辺孝浩 （広報委員長）

賛助会と共に
　　歩めるような姿

全国自治体病院協議会・賛助会の活動

　当全国自治体病院協議会・賛助会は全国自治体病院協議会が1962年4月に設立されたのを受け、自治体病院の発展に寄与
することを目的とし、1968年7月17日に病院関連の有志企業によって結成されました。 
　現在は136社（2019年4月1日現在）が加入し協議会会員である自治体病院に対し医療にかかわる情報の提供、業務改善提
案、学会、研究会、講習会、展示会等に対する協力等の事業を行っています。又、様々な行事を通し会員相互の向上を図るための
活動も積極的に行っています。 

１ 定時総会（年次活動報告、収支報告、監査報告）
２ 協議会との意見交換会
３ 研修会（講演会、病院見学会等）
４ 新春賀詞交歓会
５ 全国自治体病院学会やブロック会議への参加
６ 協議会との情報交換会（協議会に対し最新事例や業界最新動向・情報を発信）
７ 寄付活動（協議会及び学会へ）

「成り立ち」 

主な活動

場 所：ホテルルポール麹町（千代田区麹町）
平成31年新春賀詞交歓会は、ホテルルポール麹町にて開催さ
れ、全国自治体病院協議会、自治体病院共済会からも多数の皆
様にご参加をいただきました。

1月10日（木）

新春賀詞交歓会

場 所：ホテルサンバレー伊豆長岡（静岡県）
出席者は会員および来賓含め総勢５１名の参加となりました。
研修会１日目は全国自治体病院協議会　会長　砂川市立病院名誉院長　小熊　豊　先生にご講演いただきました。
講演テーマ「公立病院を取り巻く最近の動向～変革の荒波に負けず一歩々々前に進もう～」

2月21日(木)～22日(金)

平成３０年度第２回研修会

場 所：全国自治体病院協議会（千代田区平河町）
賛助会から全国自治体病院協議会に対し、自治体病院の発展
を願って、賛助金の贈呈式が行われました。

2月14日（木）

賛助金贈呈式
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きると思います。
日本の場合はもう少し包括的な医師の指示の下にやれる
ような形にしていかないといけないのかもしれませんね。
業務をパス化して行えば煩わしいこともなくなるし、業務を
少しずつ見直しながら改善していけば、労働時間を減ら
していけるのではないでしょうか。
例えば術後の管理は別なチームでやるとか、夜中まで手
術がかかっても手術が終了すれば、その執刀医チームは
帰れて別のケアチームが術後の管理をするとか検討が
必要なのかもしれませんね。

働き方改革について
 賛助会
「働き方」というのは、働いている人が悪いから改革をす
るんだみたいな言い方をするんですが、そうではなくて
「働かせ方改革」だと思うのですが。
 望月副会長
「まさにそうだ」という議論が我々の中にあるんです。医療
の質や医療安全の質が低下するような改革では困るん
です。このままだと医療の質が低下する可能性がありま
す。明日の手術のための手術書や図書室でジャーナルを
読んだりする自己研鑽も、労働基準監督署からは「病院
の中にいる時間は全て労働時間です」みたいなことを言
われた現場があるそうです。
だから、「働き方改革」の何がポイントかというところを議論
する必要があるし、上司からの指示や、自分が受け持つ
患者の手術に対して勉強することは労働と考えていいと
考えてます。ただ、論文作成のためにネット検索や勉強を
することは自己研鑽にあたるのでしょうね。

八幡平市国民健康保険西根病院に異動されて
 賛助会
以前は岩手県立中央病院の院長でいらっしゃって、現在
は少し小ぶりの八幡平市国民健康保険西根病院に異動
されましたが何か違いは感じられますか。
 望月副会長
もちろん大きな違いを感じます。私は、岩手県立中央病院
に３０年勤務しました。そういう面では、大体隅から隅まで
人の顔から何から把握しているつもりです。最後の６年間
は病院長、その前の６年間は副院長をやっていました。大
病院というのは組織も大きいし、人も多いわけですけれ
ど、急性期医療を担うこと、また、救急車、救急患者は決し
て断らないということをミッションにして取り組んできて成果
を上げてきたと思います。八幡平市国民健康保険西根病
院は、６０床の病院で常勤医が３人しかいないんです。一
番大変なのは医師の雇用です。病院と、二つの診療所が
あるのですが、去年９月には、一つの診療所の所長が辞
めてしまい無医地区になってしまいました。地域の病院で
は医療従事者全ての確保が難しいんですよね。私の業
務に関していえば、外科とか内科に関係なく総合診療的
な仕事となったため、少し余裕ができましたし楽しさもあり
ます。そういう面では地域には医療の原点があるような気
がしますね。

賛助会活動について
 賛助会
協議会のホームページを見ると、賛助会のホームページ
へもリンクが張ってあって飛ぶようになっているんです。今
後は地方ブロック会議に行ったとき何かＰＲできればいい
なと考えておりますがいかがでしょうか。
 望月副会長
ブロック会議には地域の病院管理者や事務局長が参加
しますので、そこが接点になればいいと思います。全国の
自治体病院経営はどこも厳しくなってきていますが、そん
な中で賛助会会員会社から、全国自治体病院協議会会
員病院に対して更に割安な価格設定とかもあるとうれし
いですね。
何度か情報交換会や常務理事会とかで病院ＢＣＰの話
をしてもらったけど、あれはよかったね。
要するに、自治体病院は必要な情報を持ってる会社から
の最新の情報が欲しいんです。せっかく５０年続いている
賛助会ですから、共に歩めるような姿がいいですよね。自
治体病院は厳しい経営状態も続いているし、賛助会から
の新しい情報はもらいたいですね。

公益社団法人　全国自治体病院協議会

望月 泉　副会長　インタビュー

聞き手：全国自治体病院協議会・賛助会
伊藤　誠 会長
藤本陽子 副会長
河尻浩司 副会長
平野武信 （副会長会社）
渡辺孝浩 （広報委員長）

賛助会と共に
　　歩めるような姿

全国自治体病院協議会・賛助会の活動

　当全国自治体病院協議会・賛助会は全国自治体病院協議会が1962年4月に設立されたのを受け、自治体病院の発展に寄与
することを目的とし、1968年7月17日に病院関連の有志企業によって結成されました。 
　現在は136社（2019年4月1日現在）が加入し協議会会員である自治体病院に対し医療にかかわる情報の提供、業務改善提
案、学会、研究会、講習会、展示会等に対する協力等の事業を行っています。又、様々な行事を通し会員相互の向上を図るための
活動も積極的に行っています。 

１ 定時総会（年次活動報告、収支報告、監査報告）
２ 協議会との意見交換会
３ 研修会（講演会、病院見学会等）
４ 新春賀詞交歓会
５ 全国自治体病院学会やブロック会議への参加
６ 協議会との情報交換会（協議会に対し最新事例や業界最新動向・情報を発信）
７ 寄付活動（協議会及び学会へ）

「成り立ち」 

主な活動

場 所：ホテルルポール麹町（千代田区麹町）
平成31年新春賀詞交歓会は、ホテルルポール麹町にて開催さ
れ、全国自治体病院協議会、自治体病院共済会からも多数の皆
様にご参加をいただきました。

1月10日（木）

新春賀詞交歓会

場 所：ホテルサンバレー伊豆長岡（静岡県）
出席者は会員および来賓含め総勢５１名の参加となりました。
研修会１日目は全国自治体病院協議会　会長　砂川市立病院名誉院長　小熊　豊　先生にご講演いただきました。
講演テーマ「公立病院を取り巻く最近の動向～変革の荒波に負けず一歩々々前に進もう～」

2月21日(木)～22日(金)

平成３０年度第２回研修会

場 所：全国自治体病院協議会（千代田区平河町）
賛助会から全国自治体病院協議会に対し、自治体病院の発展
を願って、賛助金の贈呈式が行われました。

2月14日（木）

賛助金贈呈式



はじめに
 賛助会
昨年、常務理事から副会長にご就任されましたが、現在
どのような職務をご担当されていらっしゃいますか。
 望月副会長
臨床研修指導医、医療連携、在宅医療、ＡＣＰ（アドバン
ス・ケア・プランニング）、医療材料、教育医療制度、広報を
担当しております。部会は薬剤部会、栄養部会、リハビリ
テーションの三部会を担当しております。
中でも今、一番忙しいのは働き方改革です。働き方改革
は最初「こんなことをしたら医療が崩壊する」みたいな論
調だったんですけど、今では「病院が変わっていけるん
じゃないか」、「勤務環境も変えられるんじゃないか」という
思いが出てきました。
昨年はブロック会議へ２地域程度出席いたしましたが、今
年のブロック会議は働き方改革を共通テーマにしようと
思っています。そこで働き方改革の好事例や各病院の取
り組みをどんどん出してもらおうと思っています。

タスクシフティングについて
 望月副会長
働き方改革を進めるにあたり、例えばタスクシフティングと
かという言葉が出ていますけど、タスクシフトする前には、
まず自分たちの業務を見直して、改善してからチーム医
療なんかでお互いに、ここのところはやってもらえるという
ようなことのコンセンサスを得る必要があります。看護師に
よる特定行為もその一環ですが、周術期といった手術前
後、ＩＣＵとかの管理や麻酔術中管理、あとは在宅や慢性

期の三つのパッケージで研修していって、いいと思うんで
す。米国でのＰＡ（フィジシャン・アシスタント）とか、ＮＡ（ナー
ス・プラクティショナー）はこの特定行為でもう少しカバーで
きると思います。
日本の場合はもう少し包括的な医師の指示の下にやれる
ような形にしていかないといけないのかもしれませんね。
業務をパス化して行えば煩わしいこともなくなるし、業務を
少しずつ見直しながら改善していけば、労働時間を減ら
していけるのではないでしょうか。
例えば術後の管理は別なチームでやるとか、夜中まで手
術がかかっても手術が終了すれば、その執刀医チームは
帰れて別のケアチームが術後の管理をするとか検討が
必要なのかもしれませんね。

働き方改革について
 賛助会
「働き方」というのは、働いている人が悪いから改革をす
るんだみたいな言い方をするんですが、そうではなくて
「働かせ方改革」だと思うのですが。
 望月副会長
「まさにそうだ」という議論が我々の中にあるんです。医療
の質や医療安全の質が低下するような改革では困るん
です。このままだと医療の質が低下する可能性がありま
す。明日の手術のための手術書や図書室でジャーナルを
読んだりする自己研鑽も、労働基準監督署からは「病院
の中にいる時間は全て労働時間です」みたいなことを言
われた現場があるそうです。
だから、「働き方改革」の何がポイントかというところを議論
する必要があるし、上司からの指示や、自分が受け持つ
患者の手術に対して勉強することは労働と考えていいと
考えてます。ただ、論文作成のためにネット検索や勉強を
することは自己研鑽にあたるのでしょうね。

八幡平市国民健康保険西根病院に異動されて
 賛助会
以前は岩手県立中央病院の院長でいらっしゃって、現在
は少し小ぶりの八幡平市国民健康保険西根病院に異動
されましたが何か違いは感じられますか。
 望月副会長
もちろん大きな違いを感じます。私は、岩手県立中央病院
に３０年勤務しました。そういう面では、大体隅から隅まで
人の顔から何から把握しているつもりです。最後の６年間
は病院長、その前の６年間は副院長をやっていました。大
病院というのは組織も大きいし、人も多いわけですけれ
ど、急性期医療を担うこと、また、救急車、救急患者は決し
て断らないということをミッションにして取り組んできて成果
を上げてきたと思います。八幡平市国民健康保険西根病
院は、６０床の病院で常勤医が３人しかいないんです。一
番大変なのは医師の雇用です。病院と、二つの診療所が
あるのですが、去年９月には、一つの診療所の所長が辞
めてしまい無医地区になってしまいました。地域の病院で
は医療従事者全ての確保が難しいんですよね。私の業
務に関していえば、外科とか内科に関係なく総合診療的
な仕事となったため、少し余裕ができましたし楽しさもあり
ます。そういう面では地域には医療の原点があるような気
がしますね。

賛助会活動について
 賛助会
協議会のホームページを見ると、賛助会のホームページ
へもリンクが張ってあって飛ぶようになっているんです。今
後は地方ブロック会議に行ったとき何かＰＲできればいい
なと考えておりますがいかがでしょうか。
 望月副会長
ブロック会議には地域の病院管理者や事務局長が参加
しますので、そこが接点になればいいと思います。全国の
自治体病院経営はどこも厳しくなってきていますが、そん
な中で賛助会会員会社から、全国自治体病院協議会会
員病院に対して更に割安な価格設定とかもあるとうれし
いですね。
何度か情報交換会や常務理事会とかで病院ＢＣＰの話
をしてもらったけど、あれはよかったね。
要するに、自治体病院は必要な情報を持ってる会社から
の最新の情報が欲しいんです。せっかく５０年続いている
賛助会ですから、共に歩めるような姿がいいですよね。自
治体病院は厳しい経営状態も続いているし、賛助会から
の新しい情報はもらいたいですね。

公益社団法人　全国自治体病院協議会

望月 泉　副会長　インタビュー

聞き手：全国自治体病院協議会・賛助会
伊藤　誠 会長
藤本陽子 副会長
河尻浩司 副会長
平野武信 （副会長会社）
渡辺孝浩 （広報委員長）

賛助会と共に
　　歩めるような姿

全国自治体病院協議会・賛助会の活動

　当全国自治体病院協議会・賛助会は全国自治体病院協議会が1962年4月に設立されたのを受け、自治体病院の発展に寄与
することを目的とし、1968年7月17日に病院関連の有志企業によって結成されました。 
　現在は136社（2019年4月1日現在）が加入し協議会会員である自治体病院に対し医療にかかわる情報の提供、業務改善提
案、学会、研究会、講習会、展示会等に対する協力等の事業を行っています。又、様々な行事を通し会員相互の向上を図るための
活動も積極的に行っています。 

１ 定時総会（年次活動報告、収支報告、監査報告）
２ 協議会との意見交換会
３ 研修会（講演会、病院見学会等）
４ 新春賀詞交歓会
５ 全国自治体病院学会やブロック会議への参加
６ 協議会との情報交換会（協議会に対し最新事例や業界最新動向・情報を発信）
７ 寄付活動（協議会及び学会へ）

「成り立ち」 

主な活動

場 所：ホテルルポール麹町（千代田区麹町）
平成31年新春賀詞交歓会は、ホテルルポール麹町にて開催さ
れ、全国自治体病院協議会、自治体病院共済会からも多数の皆
様にご参加をいただきました。

1月10日（木）

新春賀詞交歓会

場 所：ホテルサンバレー伊豆長岡（静岡県）
出席者は会員および来賓含め総勢５１名の参加となりました。
研修会１日目は全国自治体病院協議会　会長　砂川市立病院名誉院長　小熊　豊　先生にご講演いただきました。
講演テーマ「公立病院を取り巻く最近の動向～変革の荒波に負けず一歩々々前に進もう～」

2月21日(木)～22日(金)

平成３０年度第２回研修会

場 所：全国自治体病院協議会（千代田区平河町）
賛助会から全国自治体病院協議会に対し、自治体病院の発展
を願って、賛助金の贈呈式が行われました。

2月14日（木）

賛助金贈呈式



新 入 会 社 紹 介

当賛助会は、公益社団法人全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与すること
を目的としています。

第1
ブロック 医療機器部門

（25社）
協和医科器械（株）
グリーンホスピタルサプライ（株）
コヴィディエンジャパン（株）
コニカミノルタジャパン（株）
サカセ化学工業（株）
サクラ精機（株）
GEヘルスケア・ジャパン（株）
シーメンスヘルスケア（株）
（株）ジェイ・トラスト
シスメックス（株）
（株）島津製作所
（株）タカゾノ
（株）千代田テクノル
テルモ（株）
日機装（株）
二プロ（株）
日本光電工業（株）
（株）フィリップス・ジャパン
フクダ電子（株）
富士電機（株）
富士フイルムメディカル（株）
（株）ホギメディカル
美和医療電機（株）
村中医療器（株）
（株）理舎

第2
ブロック

設備部門

設備部門
（40社）

第4
ブロック 製薬部門

（8社）
エーザイ（株）
共創未来ファーマ（株）
武田薬品工業（株）
田辺三菱製薬（株）
東和薬品（株）
日本ケミファ（株）
Meiji Seika ファルマ（株）
持田製薬（株）

第5
ブロック 資材サービス部門

（35社）
（株）アートネイチャー
（株）ＩＮＥ
（株）アイシーエム
（株）アペックス
（株）アメニティ
（株）エヌジェーシー
（株）エフエスユニマネジメント
（株）MHA
（株）エラン
（株）LSIメディエンス
エンパワーヘルスケア（株）
（株）Open Health Initiative
（株）グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
（株）サン・システム
（株）サンワ
（株）シード・プランニング
（株）ジェイワールドトラベル
（株）じほう

第3
ブロック 設計建築部門

（28社）
（株）梓設計
（株）石本建築事務所
（株）伊藤喜三郎建築研究所
（株）医療開発研究所
（株）奥村組
鹿島建設（株）
（株）教育施設研究所
（株）楠山設計
（株）久米設計
（株）佐藤総合計画　
（株）昭和設計
積水ハウス（株）
（株）大建設計
大成建設（株）
（株）竹中工務店
（株）田中建築事務所
（株）内藤建築事務所
西松建設（株）
（株）日建設計
（株）藤木工務店
（株）フジタ
（株）プラスPM
（株）松田平田設計
三井住友建設（株）
（株）村田相互設計
明豊ファシリティワークス（株）
（株）山田綜合設計
（株）横河建築設計事務所

※各会員企業へのご連絡・ご相談は・・・ 
会長会社　　　　　　　㈱伊藤喜三郎建築研究所
副会長会社（会計）　　　㈱エヌジェーシー
副会長会社（総務）　　　美和医療電機㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と共に51年

全国自治体病院協議会・賛助会

総会員数136社　2019年4月1日現在

全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

2019年度 三役会社

（株）ジャパンビバレッジ東京
セコム医療システム（株）
（株）ソラスト
大日商事（株）
（株）トーカイ
トータルメディカルコンサルタント（株）
（株）ニチイ学館
（株）日本経営戦略人事コンサルティング
日通旅行（株）
富士産業（株）
ベストワールド（株）
（株）丸井工文社
ムゲンシステム（株）
（株）メディネット
八尾医療PFI（株）
（株）薬栄
ワタキューセイモア（株）

アーパス技研工業（株）
IHI運搬機械（株）
（株）アイホー
アイホン（株）
アクアス（株）
アズビル（株）
アルファグループ（株）
（株）アルメックス
（株）イトーキ
（株）S&Sエンジニアリング
（株）荏原製作所
（株）岡村製作所
（株）ケアコム
コクヨ（株）
コマニー（株）
斎久工業（株）
三建設備工業（株）
（株）三晃空調
シーホネンス（株）
三和シヤッター工業（株）
（株）スローライフジャパン
（株）セントラルユニ
ダイキン工業（株）
ダイダン（株）
高砂熱学工業（株）
田島ルーフィング（株）

東西化学産業（株）
（株）中西製作所
（株）日本シューター
日本調理機（株）
能美防災（株）
（株）パートナ
パラマウントベッド（株）
不二サッシ（株）
（株）フジマック
フランスベッド（株）
文化シヤッター（株）
ホシザキ東京（株）
（株）ＬＩＸＩＬ
ＹＫＫＡＰ（株）

アルファグループ㈱
http://www.alpha-grp.co.jp/

アルファグループは、1994年の創業以来、人と社会が「よりよく」続いてい
くために必要とされる商品・サービスを広める担い手として、成熟市場に変
化を、また未踏の領域に需要を創り出してきたマーケットクリエイター集団
です。

能美防災㈱ https://www.nohmi.co.jp/

自動火災報知設備や消火設備などの防災システムを、ビル、病院、工場、文化
財から住宅まで、各種施設に納入しています。医療・福祉施設向けでは、パッ
ケージ型消火システム「SPlashα（スプラッシュアルファ）」などを商品化し、
医療施設を火災から見守っています。

第 2ブロック第 2ブロック

㈱医療開発研究所 http://www.hrd-inc.jp/

地域の特性、経営理念、さらには施設で働く職員・スタッフのニーズといった
様々な要素をあらゆる角度から調査・分析し、それぞれの施設に最適な提案を
行います。基本構想の段階から参画し、最終的な導入機器・情報システムの選
定支援、そして開院後のチェック、運用支援にいたるまで、一貫したサポートを
展開します。

第 3ブロック第 3ブロック

エンパワーヘルスケア㈱
https://www.empower-hc.com/index.html

EPARKグループ中核企業です。医療ITソリューションです。病院様へのシステムソ
リューションをしています。現在会員数2500万人・予約可能施設87000件のサイト
も、運営しています。ホームぺージの作成業務・医療費あと払いシステム処方箋
IPADシステム・人間ドックサイト・電子お薬手帳等のアプリの提供もしています。

セコム医療システム㈱
http://medical.secom.co.jp/index.html

セコム㈱は、ご家庭にホームセキュリティを通じて「安全・安心」を提供してい
ますが、ご家族に本当の意味での「安全・安心」を提供するためには、セコム医
療システム㈱が健康や医療・介護といったサービスもトータルに提供して初め
て「安全・安心」を提供できると考えています。

第 5ブロック第 5ブロック

㈱INE
https://www.ine-grp.co.jp/

INEは現在日本で一番「電力」の取次をしている会社です。『法人電力.com』
（https://法人電力.com/）というサイトも運営しており、月間10,000件の電
力の見直しを手掛けています。大手地域電力会社から丸紅やＫＤＤＩ系、商社系
の大手新電力を中心に扱っており、電力会社の相見積りを無料で取得させて
頂いております。
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巻頭

新入会社紹介

公益社団法人全国自治体病院協議会　
望月 泉　副会長インタビュー

●新たに加わった６社の紹介

理念

基本方針

会員
病院事業に関わる事業を
営む者で本会の主旨を十
分に理解した法人です

①協議会と協議会所属病
院が行う事業に対し協
力します

②会員を対象とする研修
会等を実施します

③その他本会の目的達成
のため必要な事業を行
います

公益社団法人全国自治体
病院協議会と自治体病院
の発展に寄与することを目
指します

自治体病院とともに51年



新 入 会 社 紹 介

当賛助会は、公益社団法人全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与すること
を目的としています。

第1
ブロック 医療機器部門

（25社）
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富士電機（株）
富士フイルムメディカル（株）
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第2
ブロック
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（40社）

第4
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田辺三菱製薬（株）
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（株）LSIメディエンス
エンパワーヘルスケア（株）
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（株）ジェイワールドトラベル
（株）じほう

第3
ブロック 設計建築部門
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